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第１章 序 

 近年，働き方の多様化が進む中，非正規雇用者が増加傾向にあり，雇用者全体の 37.2％を占

めている（厚生労働省，2020）。中でも，若年の非正規雇用者は長期的に増加傾向にあり，若

年において非正規労働者として働くことはありふれた出来事となっている（平野，2019）。こ

うした変化は，生活スタイルに合わせた働き方を可能にすると考えられる一方，安定した雇用

が確保できないことが課題となる。 

堤他（2015）の行った研究では，日本の労働者において，低収入はメンタルヘルス不調と関

連しており，その関連性の一部を職の不安定性が説明することが明らかにされた。職の流動が

「あたりまえ」でなかった日本では，再就職の見通しが乏しく，職の不安定性は，労働者に大

きな心理的負荷を生じさせている可能性があると指摘している（堤他，2015）。 

 さまざまな政策が行われる中，コロナ禍によって，さらに雇用が不安定な状況が発生した。

厚生労働省（2021）によると，2021 年 12 月 10 日時点では，コロナ禍の影響により解雇や雇

止めで仕事を失う見込みのある労働者数は 12 万 2526 人にのぼった。うち非正規雇用者数は 5

万 5629 人であり（厚生労働省，2021），2020 年は非正規雇用者数が 2009 年以来 11 年ぶりの

減少となった（総務省，2021）。こうした雇用の先行きへの不安の高まりは，労働者の精神的

健康に多大なる影響を及ぼすと考えられる。 

 

第 2 章 目的 

 本研究では，若年非正規雇用者のストレスとメンタルヘルスの関係に関して，「職の不安定

性」という視点を加え，正規雇用者と比較検討することを目的とする。 

 さらに，2018 年の若年非正規雇用者に関する新職業性ストレス簡易調査票のデータ（切明，

2019）と，新型コロナ感染拡大の第 3 波と言われた 2020 年 12 月に調査したデータを比較し，

その特徴を明らかにすることを目的とする。 

 

第 3 章 方法 

 本研究は，桜美林大学研究倫理委員会の承諾（承認番号 20037）後，Web 調査会社に調査

を委託し，2020 年 12 月 24 日－2021 年 1 月 4 日の間に Web 調査を行った。対象者は，全国

の若年（18－34 歳）非正規，正規それぞれ 400 名ずつを目標として調査を依頼し，最終的に

は計 1282 名（正規雇用者 648 名，非正規雇用者 634 名）から回答が得られた。 

 調査用紙には，新職業性ストレス簡易調査票（川上，2009）と職の不安定性に関する調査票

（堤他，2015）を使用した。 

 Web 調査会社から納品されたデータのうち，複数回にわたり回答している者や，逆転項目を

含む下位尺度に対して全項目に同じ回答番号に回答している者は無効とし，分析対象から除外

した。その後，目標調査対象人数を上回るセルもあったため，切明（2019）における研究デー

タと比率を揃えるための再調整を行った結果，分析対象者は計 880 名（正規 440 名，非正規

440 名）となった。 
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第４章 結果 

雇用形態，時期の 2 要因による分散分析の結果，多くの尺度で雇用形態の主効果が有意で

あり，非正規雇用者は正規雇用者と比べ，仕事の負担，職場のハラスメント，ストレス反応

は少ないが，仕事の資源も少なく，ワーク・エンゲイジメント，満足度が低いことが示され

た。時期の主効果も有意であったが，多くの尺度で 2020 年が 2018 年に比べて良好であるこ

とが示された。交互作用は限定的であった。 

 尺度間の相関においては，正規雇用者・非正規雇用者の結果が概ね同様の傾向であること

が示された。他方，仕事の資源と心身の健康との関連では，正規雇用者のみ，有意な正の関

連が示された。 

 雇用形態理由，労働時間および収入の変化とメンタルヘルスの関連においては，正規雇用

者・非正規雇用者ともに，収入の減少が大きい場合に，仕事の負担やストレス反応が多くな

る，すなわち，不良な状態となることが示された。また，正規雇用者においては，労働時間

が長い場合に，仕事の負担が多くなる傾向にあり，非正規雇用者においては，不本意就業で

ある場合に，職の不安定性が高く，仕事の資源やワーク・エンゲイジメントや満足度が低い

傾向が示された。 

 

第 5 章 考察 

 本研究では，若年非正規雇用者のストレスとメンタルヘルスの関係に関して，「職の不安定

性」という視点を加え，正規雇用者と比較検討することを目的とした。さらに，2018 年の若年

非正規雇用者に関する新職業性ストレス簡易調査票のデータ（切明，2019）と，新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大第 3 波と言われた 2020 年 12 月に調査したデータを比較し，その特

徴を明らかにすることを目的とした。 

仮説検証の点からは，非正規雇用者の仕事の負担やストレス反応は少ないが，仕事の資

源，ワーク・エンゲイジメント等も少ないという傾向は両時期ともに認められた。これら

は，非正規雇用の職務特性が反映されたものと推測される。他方，全体的には 2020 年が

2018 年に比べて良好な状態を示した。このことには，コロナ禍においても雇用され続けてい

る者を対象にしていること，労働者のメンタルヘルス改善やコロナ禍によるポジティブな変

化，調査時期による影響が考えられた。さらに，労働者全体ではコロナ禍でも負担やストレ

ス反応は必ずしも悪化しているとは言えないが，尺度間相関から，職の不安定性を感じてい

る場合には，ストレス反応が高い傾向があることが明らかとなった。この結果は，堤他

（2015）の，日本の労働者において，低収入はメンタルヘルス不調と関連しており，その関

連性の一部を職の不安定性が説明するとの指摘を支持するものとなった。 

また，雇用形態理由，労働時間および収入の変化とメンタルヘルスの関連からは，正規雇

用者において，労働時間が長い場合に，仕事の負担が多くなる傾向にあることが示され，長

年，指摘され続けている正規雇用者特有の長時間労働の問題が浮き彫りになった。非正規雇

用者においては，不本意就業である場合に，職の不安定性が高く，仕事の資源やワーク・エ

ンゲイジメントや満足度が低い傾向が示された。
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